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研究成果の概要： 
 日本への家畜ブタ導入を判定する基礎資料として、現生および遺跡出土のイノシシ属の計

測データを蓄積し、日本列島の南北におけるイノシシのサイズ変異の程度を明らかにした。

また、東南アジア、琉球列島産の在来種ブタとイノシシおよび遺跡出土のイノシシ属の

mtDNA 分析を行った。日本在来馬の体格の変遷を探り、大陸のウマと比較するため、現生

および中部～東北地方の古代、中世および近世の遺跡から出土したウマ骨格の計測データを

収集した。 
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１．研究開始当初の背景 
 日本列島においてイノシシは縄文時代
以来重要な食料源であったが、家畜ブタの
飼育は弥生時代に中国大陸からブタが移
入されてから始まったとの説が有力であ
る。一方、縄文時代にイノシシを飼育する
独自の試みがあったかどうかに関しての
論議も続いている。安定同位体による食性
分析結果にもとづき、大陸から南西諸島へ
のブタの搬入の可能性が指摘され、弥生時
代のブタ飼育説を支持する根拠の一つと
されている。また、伊豆諸島、北海道など

の縄文遺跡から出土したイノシシ骨格の
DNA 分析により、これらが本土から搬入さ
れた個体であることがわかり、縄文時代にイ
ノシシを捕獲し飼育した可能性が議論され
ている。 
 日本におけるブタ飼育開始に関する従来
の研究の最大の問題点は、ニホンイノシシお
よびリュウキュウイノシシの形態とサイズ
変異の地域差、時代差に関する十分なデータ
をもたないまま、特定の遺跡からの出土資料
におけるサイズの変異を、家畜化による変化
あるいは外部からのブタの移入と関連づけ

 



 

て論じがちであったことである。 
 本研究グループはこれまでの研究で、日
本列島の現生イノシシのサイズは、西から
東および北へいくほど大型化すること、こ
の傾向は先史時代のイノシシにもあては
まるらしいとの予察を得ていた。一方
mtDNA 分析結果から現生ベトナムと沖縄
のイノシシの遺伝的類似を指摘した。日本
列島において、いつ、どこから家畜ブタが
導入されたかを客観的に探るためには、日
本列島の現生イノシシおよび考古遺跡出
土のイノシシ・ブタの形態および系統関係
についてのまとまったデータを収集し、比
較検討する必要があった。 
 ウマは古墳時代中期までに朝鮮半島経
由で日本に伝播したと考えられ、中世以降
エリート層の乗用と農耕馬としての役割
分化が進むとともに日本在来種が成立し
ていったと考えられる。中世には中型馬と
小型馬が存在したとされるが、それが同一
品種内の変異であるか、すでに用途に合わ
せ選択的繁殖が行われていたのかは、遺跡
出土馬の形態的データが不足しているた
め不明であった。日本への移入の経緯およ
び品種改良の試みがあったかどうかを探
るためには日本古来のウマのサイズ・形態
的特徴を把握し、現生の日本在来種および
大陸の家畜ウマとの比較検討をする必要
があった。 
 
２．研究の目的 
 日本列島において、ブタは食料として、

ウマは乗用・使役用として重要な家畜であ

った。 
 本研究はアジアの東端に位置する日本に

おけるブタとウマの飼育開始過程および日

本在来品種のウマの成立過程を、東アジア

全域でのブタとウマの飼育と伝播の歴史の

中に位置づけることを目的とした。 
家畜ブタは弥生時代に稲作と共に西北

九州に導入された可能性が高いが、それと
は別ルートで中国南部から南西諸島に家
畜ブタがもたらされていた可能性も指摘
されている。本研究では、現生ニホンイノ
シシおよび遺跡から出土する Sus 属の形
態的データと分子生物学的データを収集
し、家畜ブタの導入時期、初期の飼育の様
相（日本に生息するイノシシとの交雑があ
ったかなど）、導入経路を探ることをめざ
した。 
ウマに関しては、大陸からどのようにし

て日本列島にもたらされたかを探ること、
そのために初期の家畜ウマの形態的特徴
を明らかにすること、日本在来馬品種が成
立した過程と時期を探ることを目的とし
た。 
 

３．研究の方法 
日本列島への家畜ブタの伝播の時期と経

路を明らかにし、さらに日本で独自にイノシ
シの家畜化過程が進行した可能性があった
かどうかを検討するためには、朝鮮半島、中
国大陸、ひいてはユーラシア全域における初
期の家畜ブタと南西諸島を含む日本列島の
イノシシ・ブタの形態、サイズ、四肢のプロ
ポーションなどを比較することが必要であ
る。 
ウマに関しても、大陸からどのような経路

で日本列島に伝播し、どのような経緯で日本
在来馬品種が成立したかを明らかにするた
めには、古代、中世、近世の遺跡出土馬の形
態とサイズのデータを収集し、現生の日本在
来馬および大陸の遺跡出土馬と比較する必
要がある。 
 そこで、日本列島におけるブタとウマの飼
育開始過程を探るための基礎資料として不
可欠な、現生および遺跡出土の Sus 属および
ウマの形態的データの収集を進める一方で、
東・東南アジアの Sus 属の遺伝的系統に関す
るデータを蓄積した。 
 まず、考古遺跡から出土するイノシシおよ
び初期の家畜ブタのサイズや形態を比較す
るための基礎データとして、日本列島に生息
するイノシシのサイズの地理的変異の程度
を明らかにする必要があった。そこで、東京
大学農学部および国立科学博物館が所蔵す
るニホンイノシシとリュウキュウイノシシ
の頭部骨格約 1300 点の計測をおこなった。
ノギスによる計測だけでなく、接触型３次元
計測器を用い、頭蓋と顎骨のプロポーション
の変異の分析を試みた。 
この作業と並行して日本の縄文時代、弥生

時代の遺跡から出土したSus属の骨格の形態
データの収集を進め、現生のイノシシのサイ
ズの地理的変異と比較した。いっぽう、日本
を含む東アジアおよび東南アジアのSus属の
試料の mtDNA 分析をすすめ、遺伝的系統に
関するデータを蓄積した。このことにより、
遺跡出土Sus属骨格の形態的な変化の有無と、
遺伝的な系統に関する情報を併せて検討す
ることができた。 
ウマに関しては、現生日本在来馬と日本の

古代・中世・近世の遺跡から出土したウマの
骨格資料の形態データを収集した。これらを、
モンゴル産の現生馬および、朝鮮半島、中国
大陸の遺跡から出土したウマの計測データ
と比較した。また、日本在来馬および遺跡出
土のウマの歯に含まれるのストロンチウム
安定同位体分析から、原産地とその個体の移
動に関して探る試みを行った。 
 
４．研究成果 
ニホンイノシシとリュウキュウイノシシ

の現生骨格資料の計測データを蓄積したこ

 



 

 

とにより、日本列島のイノシシに、南西か
ら北東への明らかなサイズのクラインが
あることが明らかになった。これに照らし
て縄文時代から古墳時代までの遺跡出土
Sus 属の骨格のサイズを比較すると、弥生
時代には、西日本のいくつかの遺跡で大型
の Sus が見られ、地理的なサイズ変異の傾
向から外れたサイズのばらつきが見られ
た。 

 
このことは、弥生時代に Sus 属が地域を

超えて運ばれていたことを示す（研究成
果：雑誌論文③⑦, 学会発表①②④, 図書
②）。 

 
さらに東アジアおよび東南アジアのイ

ノシシ・ブタと琉球列島のイノシシ・ブタ 

    (Ishiguro 他 2008、雑誌論文⑥)
の系統関係について調べるため、東南アジ

ア、琉球列島産の在来種ブタとイノシシの資
料を収集し、mtDNA 分析を行った。この結
果、リュウキュウイノシシはベトナムのイノ
シシと近縁であることがわかった（研究成
果：雑誌論文④⑤⑥）。 

 
       (Ishiguro 他 2008, 雑誌論文 ⑥) 

 また、沖縄本島の野国遺跡と宮古島のアラ
フ遺跡、韓国の金海遺跡と勒島遺跡、奈良県
橿原遺跡から出土した Sus 属の骨、計 70 点
の分析を行った（投稿準備中）。 
 中国南部から、台湾、東南アジア島嶼部へ
の家畜ブタの伝播は、この地域における人の
移動やそれに伴う新石器文化の広がりと関
係してはずであり、琉球列島、特に先島諸島
がこのような人と物の交流ネットワークに
組み込まれていた可能性がある。本研究の中
で、台湾の在来ブタおよび遺跡出土 Sus 属の
遺伝学的研究に着手している朱有田博士（国
立台湾大学）との共同研究体制を構築し、台
湾と琉球列島のイノシシおよび家畜ブタの
系統関係について。今後共同して研究を進め
ることになった。 
 ウマに関しては、系統、繁殖管理について
形態学的な視点から検討をすすめるため、東
北地方および中部地方の主に中世から近世
の遺跡から出土したウマ骨格の骨形態およ
び歯牙の形態観察と計測を実施した。計測を
行った遺跡は、野田遺跡（岩手県一戸市）、
由比ヶ浜南遺跡（神奈川県鎌倉市）、村松白
根遺跡（茨城県東海村）、西近津遺跡（長野
県佐久市）、原城遺跡（長崎県島原市）であ
る。さらに、既に報告されている出土ウマ資
料の計測値を比較し、サイズ分布に遺跡差が
あるかどうかを検討した。個体のサイズ分布
は遺跡ごとにことなり、島原市原城遺跡、東
海村村松白根遺跡などからは、かなり小型の
個体が出土している。一方で、鎌倉出土の中
世ウマは、平均体高 130cm程度と大型であり、
かつ、体高分布は相対的に大型のものに偏る
傾向がある。このことからサイズに基づくウ
マの選択がおこなわれていたことが示唆さ
れた（研究成果：雑誌論文⑨⑪）。目的に応
じたウマの選択と、日本国内でのウマの移動



 

に関して、研究協力者：覚張は、骨に含ま
れるストロンチウム同位体比を用いたウ
マの原産地同定を試み、研究の成果を修士
論文としてまとめた。 
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